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1998年度　　 3 2 2 2
（ ）内の数字は留学生数
（2）教育の理念と目標
人文科学の諸分野における高度に専門的な、また
これらの諸分野にまたがる総合的・学際的な研究教
育を通して、高度の専門的知識と広い学際的視野を
傭えた人材を養成し、新しい時代の要請に応える。
これが設立時の人文科学研究科全体の理念・基本目
標であり、改組を経た現在でもこの理念・目標は堅
持されている。
各専攻の目標に関しては、改組に伴って以下の変
更を行った。改組前は、東洋と西洋の二大地域文化
を研究対象として、「それらの共通性、普遍性を前
提にしながらも、そこに貫かれる個性的な諸原理を
追求する」ことを目指したが、改組後は、文化構造
研究専攻が、世界の様々な文化現象を比較文化的な
視点から把握し、文化の全体構造の究明を目指して
いるのに対して、地域文化研究専攻は、日本を含む
アジアや欧米の言語文化と歴史文化を主たる対象と
して、各地域文化の特性とその相互関係を把握する
258
ことを目指している。
このように、いずれの専攻においても、異文化に
対する広く深い理解とそれによって培われる国際的
視野の形成が重要視されており、これを育てること
も、上に述べた高度の専門的知識、広い学際的視野
の育成と並んで、人文科学研究科の教育目標の一つ
である。
また、修了後の進路との関連では、将来研究者と
して研究活動を行うのに必要な学術的な研究能力を
養うとともに、将来の専門的職業活動を支える高度
の專門的能力を養うことも、人文科学研究科が目指
す重要な目標の一つである。
（3）教育研究組織
教育課程と履修方法
大学院生は、文化構造研究専攻と地域文化研究專
攻のそれぞれに置く研究分野の１つに所属して、所
要の授業科目につき30単位以上を取得し、かつ学位
論文を提出し、その審査ならびに最終試験に合格し
なければならない。授業科目の履修については、次
のように定められている。
（1）大学院生は、所属する研究分野の担当教官から
指導教官（正）１名と、その他に專攻の授業担
当教官から指導教官（副）１名を選び、その研
究指導を受ける。
（2）所属する研究分野の演習４単位を必修とし、そ
の他の授業科目をふくめて30単位以上を修得し
なければならない。
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